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「
第　

回
江
東
区
民
ま
つ
り
」が

27

　

月　

、　

日
の
２
日
間
、
都
立

10

17

18

木
場
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
の
江
東
区
民
ま
つ
り
中
央

実
行
委
員
会
を
主
管
す
る
、
江
東

区
役
所
・
区
民
交
流
係
は
「
協
賛

企
業
・
団
体
数
は
ほ
ぼ
前
年
並
み

だ
っ
た
が
、
来
場
客
数
は
昨
年
よ

り
１
万
人
減
の　

万
人
。
北
海
道

42

か
ら
沖
縄
ま
で　

都
道
県
の
物
産

17

展
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
『
は

る
ば
る
バ
ザ
ー
ル
』
は
、
昨
年
よ

り
プ
ラ
ス
１
（
栃
木
県
小
山
市
）

の　

市
町
村
が
出
展
さ
れ
た
」
と

36
公
式
発
表
し
ま
し
た
。

　

平
泉
町
か
ら
は
、
高
橋
町
長
と

千
葉
商
工
観
光
担
当
課
長
が　

日
17

の
開
会
式
に
出
席
さ
れ
た
の
を
は
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平
泉
町
物
産
展
ま
と
め
役
の
千

葉
農
林
商
工
観
光
課
長
補
佐
は

「
年
々
来
場
客
が
増
え
、今
年
は
過

去
最
高
。
出
展
し
た
商
品
は
売
り

切
れ
が
多
く
、
八
斗
汁
は
２
日
目

の
昼
ご
ろ
に
は
完
売
だ
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
泉
町
出
身
者
数
人
に
江
東
区

民
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
印
象
や
感

想
を
聞
く
と
「
広
い
会
場
で
催
し

物
が
多
く
楽
し
い
。
バ
ザ
ー
ル
で

の
買
い
物
と
同
級
生
と
の
再
会
・

交
流
に
意
義
が
あ
り
、
来
て
よ

か
っ
た
」と
す
べ
て
好
評
で
し
た
。

　

来
年
の
第　

回
江
東
区
民
ま
つ

28

り
は　

月　

、　

日
の
開
催
と
決

10

16

17

定
。
参
加
者
が
増
え
、
さ
ら
に
多

く
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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じ
め
、
役
場
職
員
７

人
、
平
泉
特
産
物
の

生
産
・
販
売
関
係
者

　

人
が
参
加
し
ま
し

14た
。

　

平
泉
町
物
産
展
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
江
東

区
民
に
交
じ
っ
て
平

泉
出
身
者
・
ふ
る
さ

と
平
泉
会
員
も
詰
め

掛
け
、
懐
か
し
い
故

郷
の
野
菜
、
果
物
、

漬
け
物
、
清
酒
、
生

菓
子
を
購
入
。
名
物

の
「
い
も
の
こ
八
斗

汁
」（
３
０
０
円
）
を

賞
味
し
ま
し
た
。

江東区民まつりで交流を深めた
平泉町出身の皆さん＝10月18日

平泉文化を掲げたメーン看板

平泉町物産ブースを訴求

名入りエプロンで平泉野菜をＰＲ

平泉のりんごも特産品です！
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���12月５日（土）　９：30～16：45
　　　（受け付け９：00～）
���平泉小学校体育館
　　　※駐車場は、町営毛越寺駐車場をご利用くだ
　　　　さい。
���【基調講演】
　　　　「柳之御所遺跡の発掘調査―日本史に与え
　　　　た影響と意義」
　　　　河原純之さん（平泉遺跡群調査整備指導委
　　　　員会委員長）
　　　【パネルディスカッション】
　　　　�西澤正晴さん（県平泉遺跡群調査事務所）

　　　　�島原弘征（町主任文化財調査員）
　　　　�前川佳代さん（奈良女子大学）
　　　　�羽柴直人さん（県埋蔵文化財センター）
　　　　�誉田慶信さん（県立大学）
　　　【遺跡報告】
　　　　�柳之御所遺跡
　　　　�無量光院跡
　　　　�南日詰小路口Ⅰ・Ⅱ遺跡
　　　【ポスター掲示式の研究発表】
　　　　�長者ケ原廃寺跡
　　　　�白鳥舘遺跡
　　　　�人首川流域の平泉関連遺跡調査
������

　　　県教委事務局生涯学習文化課�019-629-6173
　　　県平泉遺跡群調査事務所�46-2820
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　平泉の文化遺産は、平成23年の世
界遺産登録を目指して、再チャレン
ジがスタートしました。このコーナ
ーでは、登録に向けた取り組み状況
についてお知らせしていきます。
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　「世界遺産登録推薦書暫定版」提出に関わる町民報告
会が11月21日、平泉文化遺産センターを会場に開催さ
れました。９月末に提出された推薦書暫定版の内容に
ついて、推薦書作成委員の大矢邦宣同センター館長が
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いうことで、正式版推薦書に関する最終確認の場とな
りました。詳細は来月号でお知らせします。
　正式版推薦書の提出は「世界遺産登録再チャレンジ」
の最重要のステップです。イコモスによる審査や調査
は基本的に推薦書の内容に基づいて行われることにな
ります。
　スケジュール通りに推薦書作成作業が終了したこと
から、文部科学省は文化審議会文化財分科会と世界遺
産特別委員会を開催し、推薦書提出について承認を得
る予定です。その後、政府の世界遺産関係省庁連絡会
議で了承された後に提出されます。
　推薦書作成委員会は、昨年の「登録延期」後に、新
メンバー２人を加えてスタートしました。昨年９月に
１回目の会議が開かれ、それ以後ほぼ１カ月おきに開
催され、再チャレンジでの「平泉」の主題設定や価値
証明、あるいは構成資産など、慎重に議論が続けられ
てきました。今後もイコモスの現地調査や追加情報の
提供など、重要な段階に対応して会議が開かれる予定
です。

分かりやすく解説
しました。
　11月26日には、
東京霞が関の中央
合同庁舎で第８回
推薦書作成委員会
が開かれました。
平泉の文化遺産世
界遺産登録推薦書
が、年明け早々に
ユネスコ世界遺産
センターに提出さ
れる予定であり、
今回の会議では推
薦書の提出直前と
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　なぞの多い中世・葛西氏時代の平泉が姿を現した貴
重な発見ということができるでしょう。
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　今年６月から７月にかけて、金鶏山南東側のすそ野
に当たる平泉字鈴沢地内の「花立Ⅱ遺跡」で住宅予定
地の発掘調査を行いました。ここから奥州藤原氏以後
に平泉を治めたと伝わる中世の葛西氏が支配していた
ころに使われていた井戸跡をはじめ、「掘立柱建物跡」
や「溝跡」などの遺構が見つかりました。
　井戸跡は直径約4.3㍍、深さ約4.2㍍の規模で、上面で
は円形ですが、約２㍍の深さで明瞭な段差があり、そ
の下は方形に掘られています。埋められた土の中から
は四角い柱材が数本出土し、その先端には材と材をつ
なぐ突起がありました。このことから当初、方形に掘
られた井戸には井戸枠があり、これを何らかの理由で
廃棄するとき、周囲を大きく掘りくぼめ、木枠を取り
除いて埋め戻した痕跡だと分かりました。
　井戸からは「かわらけ」「常滑産甕」「瀬戸焼の皿」
などが出土し、13世紀後半から14世紀初頭の遺構であ
ることが分かりました。溝跡や建物跡の柱穴からも同
様の遺物が出土しています。 中世・平泉の井戸跡と建物跡の柱穴（北から）
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推薦書暫定版提出に関する
町民報告会で解説する大矢
平泉文化遺産センター館長


